
 

「ＰＴＡ・子連協総会」３年ぶりの対面での開催 

 ４月２３日（土）、第１回の授業参観ならびにＰＴＡ・子連協総会、学級懇談会が開催され

ました。ＰＴＡ・子連協総会は、３年ぶりの対面での開催でしたが、小谷議長の円滑な進行に

より、予定通りに審議・採決を行うことができました。新型コロナウイルス感染症拡大防止の

ため、地域の方を招待せず、家族のみの参加となりましたが、保護者どうしが久しぶりに「つ

ながり」をもつことのできた半日となりました。ＰＴＡ活動の目的は、「会員相互の親睦と研

修」にあります。今回の総会や懇談会をきっかけとして、会員の皆様の交流やつながりが深ま

っていくことを期待します。 

  

  

  

  

 

  

 

 

６年「修学旅行」 ５月１９日（木）～２０日（金）：広島方面 

 感染症の流行状況を見極めながらの実施になりますが、今年は新幹線や在来線、バスを乗り継いで

の修学旅行を計画しています。旅行先の感染状況等により、延期または旅行先を変更することもあり

ます。平和公園、平和記念資料館見学のほか、碑めぐりガイドによる本川小学校平和資料館見学を通

して、戦争や平和について理解を深めます。修学旅行の定番、厳島神社・宮島水族館にも行ってきま

す。旅行を通して６年生がひと回り大きく成長してくれることを期待します。 

５年「自然学校」 ５月３０日（月）～６月３日（金） 

 養父・大屋連合による自然学校を４泊５日で実施します。     【活動場所】 

 １日目：オリエンテーション、班旗・勾玉作り、キャンプファイヤー  あけのべ自然学校 

 ２日目：坑道探検、オリエンテーリング、飯ごう炊飯        瀞川山 

 ３日目：瀞川山登山 

 ４日目：カッター・カヌー・カヤック体験  【活動場所】  

 ５日目：磯観察、クラフト、閉校式      円山川公苑 

※雨天の場合、プログラムを変更します。   竹野スノーケルセンター 

 

 

 

～ ふるさとを愛し 自ら学び 未来に挑戦する建屋っ子の育成 ～ 

養父市立建屋小学校 学校だより 

 令和４年４月２６日 Ｎ o.３  

http://www.yabuboard.ed.jp/takin

oya-es 



■第１回学校運営協議会 ４月２１日（木）19:30～        

 公私ともご多用の中、以下の皆さんにご来校いただき、第１回学校運営協議会（コミュニテ

ィ・スクール）が開催されました。新たな委員の皆様に任命書をお渡しした後、令和４年度学

校経営案（コミュニティ・スクール案）について協議いただきました。１時間半に及ぶ審議の

後、今後も「評価・検証・改善」していくことを前提に、承認いただきました。協議後は、令

和４年度の学校行事や自治協議会・地域活性化対策委員会・ＰＴＡ活動等について情報交換を

しました。第２回は８月末に開催する予定です。  

 

１ 木谷 作良 建屋地域活性化対策委員長・中央区長 学校運営協議会会長 

２ 三宅 功典 令和４年度建屋小学校ＰＴＡ会長       ★       〃    副会長 

３ 村上 重之 建屋校区自治協議会会長・長野区長  学校運営協議会委員 

４ 大封 健太 元小規模特認校推進委員  

 

 

 

 

 

※敬称略。★印が新委員 

５ 村上 精一 三谷校区自治協議会事務局長 

６ 藤原 隆夫 建屋校区自治協議会事務局長 

７ 太田垣成寿 三谷こども園保護者会長            ★ 

８ 尾﨑 潤子 建屋小学校元ＰＴＡ会長 

９ 西山佳代子 建屋小学校校長                 ★ 

10 大久保友絵 建屋小学校事務 

事務 中尾 順二 建屋小学校教頭 学校運営協議会事務局 

【委員の皆様から出された意見】※要約のため、ご本人の言葉・言い回しを変更しています。 

・子ども達の挨拶の声が、コロナのせいもあってか小さくなってきている。 

子ども達の方から元気な挨拶があると、地域の皆さんも挨拶を返しやすい。 

大きな声での挨拶をぜひ実践してほしい。 

・「たきのやっ子応援団」の再募集をするとあったが、この取組が地域連携 

（コミスク）の柱になっている。募集の文書や内容を見やすく、親しみや 

すいものにしたり、活動内容をもっと簡単な（参加しやすい）ものにし 

たりしてはどうか。 

・小中一貫教育とあるが、どのような取組をしているのか。 

・以前は「中１ギャップ」が問題として取り上げられ、保健室を利用する生徒が多いということが問題

になったが、最近は中１ではなく、中２になってから学校に行けなくなるなど、ギャップ（問題）が

後ろにずれてきているように感じる。本校の卒業生の中にも学校に行きづらくなった生徒があると聞

く。きめ細かな少人数も大切だが、他の小学校との交流を行うなど大人数での活動も行ってほしい。 

・若い先生、ベテランの先生を問わず、教員の言葉遣いが市内でも問題になっている。先生の言葉に傷

ついている子どもがいるとも聞く。子どもへの声かけや言葉遣いに十分な配慮を。 

・自分たちの頃に比べて子ども達が外で遊ばなくなった。遊びを通して体力づくりを。地域の広場にも

遊具を置いたりするなど、遊びの拠点となる場所を作っていく必要性があると感じている。 

・いじめの問題が最近問題になっており気になる。本校でも起こりうる問題として、いじめが起きた時

の対応を徹底するなど、教員の指導改善を期待したい。 

・ＳＮＳの利用も含め通信機器の利用については、学校でどのような指導を行っているのか。 


